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1.  

1.1 調査研究 目的 

 全運転支援 自動走行 交通事故 削減 交通渋滞 緩和 環境

負荷 減 高齢者等 移動支援 運転 快適性 向 いう効果 期待さ 特

超高齢化社会を迎え 中 世界一 全 道路交通社会を目指 国 全運転

支援 自動走行 を早期 実用化 普及させ いくこ 極 重要 あ  

 全運転支援 自動走行 実現 当た 自動車 信号情報を ア タイ

認識 制御を行う仕組 可 あ  

そこ 信号情報を提供 路側 自動車 自 系 連携等 実

現 向け 現状 高度化 路側 効率的 配置方法 提供情報 精度向

及び運用管理方法 い 調査研究を行う  

 

1.「 度調査研究 置 け 

  調査研究 「7 度 箇 行う計画 あ 以 全体計画を示  

。1) 「7 度 

信号情報 活用 運転支援 高度化路側 検討 設計 

。「) 「8 度 

信号情報 活用 運転支援 高度化路側 開発 整備 

。」) 「9 度 

信号情報 活用 運転支援 高度化路側 整備 検証 

 

1.」 度 調査研究実施計画 

1.」.1 実施 容 

 調査報告 実施計画 概要を示  

。1)  光ビ コン 光ビ コン以外 通信インフ 組 合わせ 検討 

光ビ コン 光ビ コン以外 通信インフ 組 合わせ い 提供さ

情報 精度向 整備コ 削減等 効果 見積 や実現性 検討を行い 現

行光ビ コン 課題を明確化 路側 高度化を た

光ビ コン 付加 光ビ コン以外 通信インフ を活用 た場合 サ ビ

選定 構 及びニ 整理を行 た 実験

実現性 効果等を検討  併せ 度以降 作業項目。実証実験含)を抽

出  

 

。「)  最適 路側 設置 置 検討及び イ イン策定 

。1) 検討を踏 え 信号情報活用運転支援 活用さ 路側

設置 置 い 交差点 入 口付近や出口付近 設置 た場合 課題を

抽出 最適 設置 置 イ インを作 度以降 各県警 導入

役立  

 

。」)  路側 整備 運用管理コ 削減 手法 い 検討 



「 

 

従来版 コ フ マン を考慮 た 機器構 等

比較検証を行い 工事を含 た 設置構 い 検証 た

コ フ マン を意識 た を運用 た 交通管制 ンタ

機能 い 検討  

   

。4)  調査研究 容を実現 た 必要 仕様化検討提案書 作  

調査研究 い 抽出 た通信インフ を既存インフ 融合させ

検討 車載装置 対 仕様化検討提案書を作  

 

 

1.4 実施 ケ ュ  

 今 度 実施 ケ ュ を示  

 

 ７ 度 

～11 月 「～1 月 「～」 月 

光ビ コン以外

通信インフ 組

合せ検討 

 

課題明確化 

解決策検討 

 

実現性 効果等検討  実験計画 策定 

 

路側  

最適設置 置検討 

 

 

 

イ イン等 検

討 

取  

運用 保

コ フ

マン 検討 

 

 検討 取  

仕様化検討提案書

作  

 

  作  
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1.5 実施体制 

 一般社団法人 Ｍ 協会 高度情報通信技術を活用 た新交通管理

Ｍ ：判Ｓじ不er囲Ｆl TrＦffじc ２ＦＳＦgeＲeＳ図 Sと囲図eＲ囲 関 調査 研究及び開発

道路交通 イン ン 化を推進 Ｍ 関 国 外 け

標準化を推進 こ Ｍ 関 事業 発展を さ 道路交通

全 滑 確保及び道路交通 環境 調和を 公共 福祉 増進 寄 こ

を目的 い  

  当協会 90 代 Ｉ 技術を活用 イ 認知 断 操

作 を支援 ゆ を持 た運転 環境を創 出 こ 交通事故 削

減を こ を目的 信号情報活用運転支援 Ｐ 研究や標準

化を進 た  

  調査研究 Ｐ 研究や標準化を推進 た路車協調 作業部会

新た Ｗ Ｐ 高度化検討 Ｗ を設置 検討を行 た  

当該 Ｗ Ｐ 知見 あ インフ 自動車 等 構 さ

 

 

  報告書 構 あ  

第 章 い 調査研究 目的等 い 述べ 以 第 章 サ ビ 要件 第

章 最適 路側 設置 置及び整備 コ 検討 第 章 通信インフ 特

徴 第 章 度以降 実証実験検討案 い 記載 た  

冊 調査研究を実現 た 仕様化検討案を 冊 第 章

関連 た各通信インフ 比較結果を記載 た  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

第 章 

信号情報活用運転支援シス  

サ ビス要件 
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「. 信号情報活用運転支援 サ ビス要件 

「.1 信号情報活用運転支援 概要 

 本調査 け 信号情報活用運転支援シス 路側シス 自動車 提

供 路線信号情報。後述) 活用 運転者 信号交差点へ 到着時 け 信号

灯器。 交差点 信号灯色 何秒後 何色 等) 関 情報を 前 提供

こ ゆ あ 運転を促 急停止 急発進 伴う 故 防止等を シス こ

あ 略称 T三affじ続 SじgＳaせ ５三edじ続図じＴＳ Sと囲図eＲ囲 あ  

信号通過支援 や 赤信号減 支援 や 発信遅 防止支援 各支援を行う あ

 

 「.1 代表的 支援例を示  

 

 

   「.1 代表的 支援例 

現状 い 通信 ン 高度化 ビ コンを用い い  

 

高度化 ビ コンを活用 路線信号情報を車載装置 配信 信号制御

高度化及び 交通 滑化 活用さ い  

高度化 ビ コン 通信容量 ッ ン 944継と図e ウン ン 9840継と図e

あ  

  



5 

 

「.「 シス 課題 

国 桁路線。国 号線 国 号線) い 管制 信号機。中央装置

遠隔制御を行う) 約 4000 基あ 管制 外信号制御機 約 1500 基 整備状況

あ  

管制 信号機 訳 重要交差点 あ Ｍ Ａ 制御。自動生

成)や右折感応等 青信号時間 伸縮制御 交差点 約 40％ 割合を占 い  

 

重要交差点 サ 情報 路線信号情報生成時 最初 サ 情報

提供さ い 重要交差点 あ 場合 到 前 信号制御機

サ 終了 い サ ビス 受け い いう課題 あ  

感応式信号機 信号手前 交通量 従 制御を行う 路線信

号情報 時間幅 生 課題 あ  

  

「.」 高度化 ビ コン シス 適用課題 

  高度化 ビ コン 信号状態変化 少 い重要交差点 流入流出部 あ 一般交差点

群へ路線信号情報を提供 適 機器 あ  

多数 最大 16 交差点 一般交差点を対象 路線信号情報を提供

通信容量 あ あ  

狭域通信 あ 信号制御パ 秒数 動的 変化 感応

交差点や重要交差点 信号情報提供 前項 記載 う 理由 不向 あ  

 

「.4 高度化 ビ コン 設置位置 関 課題 

  現在 高度化 ビ コン 設置位置や改善項目 い 以 記載  

高度化 ビ コン 設置位置 い 以 観点 考察 検証 必要 あ  

 

 ス  ＡＭＩ 交通情報提供シス  

   交通情報提供シス 場合 情報提供対象車両 進行方向 応 情報提供

重要交差点流出部 設置さ い こ 多い  

  施設更新時 簡易 形等 情報提供を 承 場合 設置位置 維持 こ

望 い  

   設置位置を変更 場合 簡易 形等 定数変更やソ ウ 改修 発生

こ  

 

  ス  信号情報活用運転支援シス  

   信号情報活用運転支援シス 場合 「.「 項及び 「.」 項 う 課題 あ

高度化 ビ コンを補完 通信 ン 組 合わ 考慮 必要 あ

同時 最適 設置位置 検討 必要 あ  

   重要交差点周辺 系統制御 行わ い 場合 重要交差点 停止 車両

支援 く 流側交差点を 滑 通過 可能性 高い  

   一方 重要交差点流入側 混雑発生 予想さ 流入側 混雑度合い 応 高度
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化 ビ コン 設置位置 考え方 基準を整理 必要 あ  

 

  ス  情報を活用 信号制御 

情報 信号制御を実施 場合 重要交差点 流入部 流出

部。」0ｍ) 高度化 ビ コン 設置 必要  

 

ス  情報 旅行時間算出 

   情報 旅行時間算出を実施 場合 ＶＩ ン 端点  

交差点流出側 高度化 ビ コン 設置 必要  

 

  ス  定周期信号機対応 

   管制 外 定周期信号機 い 現在 対象外 い  

路線信号情報 提供 い  

   こ 現行 管制 を基本 シス 構成 あ  

   定周期信号機 電波時計 動い い 場合 基本的 時刻 発生

い 路線信号情報 信号機 設定値 予測 実運用 結び け

可能 あ  

   

   信号灯器 直後 高度化 ビ コン 投受 器 設置さ い 場合 交通案 板

直後 設置さ い 場合 赤外線投 直近 設置さ 場合

ウン ン 遮断等さ 現在 規格 Ｒ ウン ン 通信 を満足

い場合 あ  

   こ う 問題点をふ え 路車間通信を阻害 可能性 あ 構造物 周辺

高度化 ビ コン 投受 器を配置 い う 設置位置 関 ン等

を別途定 必要 あ  

 

「.5 推進方針 

  前項 記載 課題を解決 サ ビス要件を明確  

次年度以降 実証実験シス 構成や推進 あ 課題を明確  

 

 

「.6 サ ビス要件 

  サ ビス要件 重要交差点及び感応式交差点 い 支援率を向

さ 連 的 サ ビスを実現 こ を目的  

「.6.1 現状 課題 

    再度課題 い 整理  サ ビスを提供 路線 信号サ

変動 重要交差点 び感応式交差点 存在 場合 信号情報 更新周 

期 高度化 ビ コン 提供 更新周期 異 車両 ビ コ

ンを通過 ン 確定 路線信号情報を提供出来 い場合や 車両 対

象交差点 到 前 路線信号情報 有効期限 切 場合 あ  

際 安定的 高精度 サ ビスを提供 こ い  
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   「.「 う 路線 場合 具体的 考え こ  

一点目 交差点 重要交差点 場合 重要交差点 サ 情報 路線信号情報

生成時 初 サ 限定さ 情報提供 高度化 ビ コン

交差点 を提供 場合 車両 受信後 交差点 到 前 信

号サ 終了 サ ビス提供を受け く 可能性 大 い いうこ

あ  

   点目 交差点 感応式交差点 場合 感応制御等 灯色時間 変動

路線信号情報 幅を 情報 提供さ  

 

   

 

      「.「 現状サ ビス 関 課題 

  

「.6.「 課題 対策 効果 

「.6.1 課題を解決 高度化 ビ コン以外 通信 ン を重要交差点

及び感応式交差点 設置 動的 変動 信号情報を 提供 こ

を提案  

車両 高度化 ビ コン 受信 路線信号情報 高度化 ビ コン以外 通信

ン 受信 信号情報を組 合わ こ 安定的

高精度 信号情報 提供 可能 支援率 向 考え  

  高度化 ビ コン以外 通信 ン 路線信号情報を提供 こ

車両 受信 路線信号情報を ッシュ こ サ ビス 精度

向 高度化 ビ コンを通過 途中 路線 進入 車両 対

サ ビス 提供 可能  

  補足説明 「.」 記載 う 高度化 ビ コンを補完 通信 ン

を設置 こ 課題を解決 こ 可能  

   「.」 記載 容 対象路線入口 び重要交差点 流出部 設置さ 高

度化 ビ コン 路線信号情報 各信号 サ 情報 提供 今

運用 重要交差点 び感応式交差点 通信 ン を設置 自交差点 路線

信号情報を提供 いうシス 構成 あ  
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 「.」 課題解決 シス 配置 

 

  記解決 シス 配置 効果を以 列挙  

 

一点目 重要交差点／感応式交差点 サ ビスを提供  

重要交差点／感応式交差点 設置さ 通信 ン 自交差点 信号情報を提

供 こ サ ビス 高度化を こ 可能  

「.4 記載 う 本方式 交差点 信号情報を交差点 通信 ン

受信 信号情報 ッシュ 可能  

将来的 あ 重要交差点 複数交差点 路線信号情報を配信 こ

さ 情報補完 可能 あ  

 

 

   「.4 課題解決 シス 配置 

通信 ン  
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点目 情報 有効期限切 問題を軽減 

 将来的 重要交差点 複数交差点 路線信号情報を配信 こ 場合

「.5 示 う 有効期限切 情報配信 範 を軽減 こ 可能  

  

 

 

   「.5 情報 有効期限切 対 対応 

 

 

点目 途中交差点 流入時 サ ビス提供 可能 

 将来的 重要交差点 複数交差点 路線信号情報を配信 こ 場合  

「.6 示 う 途中 交差点 流入時 サ ビス提供 可能  
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 ス  交差点 流入 場合 

 

  「.6 交差点 「,」,4 進入 場合 サ ビス対応 

 

   「.7 通信 ン 複数 信号機 信号情報を提供 こ 可

能 途中 路線 進入 場合 サ ビス 可能  
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    高度化 ビ コン 配信  

    通信 ン 配信  

 

 

「.7 途中 路線 進入 場合 サ ビス 可能 例 

 

  今後 こ サ ビス 検証を行う 「.8 記載 う 高度化 ビ コ

ン 新 い通信 ン を共用 ハ ッ 車載機を試作開発 サ ビス効果

を検証 いく必要 あ  

  「.8 通信 ン 新 い通信 ン 対応 受信機

あ  

 

 

「.8 実走実験車載シス 案 

 

 

 

 

 

ー
タ
ロ
グ
解
析

車載機

ータ調停

通信メ
ン ナ

GPS

ン ナ

光ビーコン
ン ナ

ータログ解析

ータ処理

高度化 ビ コン 
通信 ン

通信 ンフラ
路側機 
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「.7 検証 検討項目 整理 

  今後 検証 び検討 必要 象 記 あ  

。1) ビ コン以外 通信 ン 提供 情報 容 通信 ッ  

。「) ビ コン 提供 路線信号情報 ビ コン以外 通信 ン 提供

路線信号情報 差異 

。」) ビ コン 提供 路線信号情報 ビ コン以外 通信 ン 提供

路線信号情報 車載機 調停方法 

 

 。1) い 別冊 Ⅰ 仕様化検討案を添付  



 

 

 

 

 

第 章 

最適 路側シス 設置 置 

及び整備 コス 検討 
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」.  最適 路側シス 設置 置 整備 コス 検討 

本章 最適 路側シス 設置 置 整備 コス 減 組 い 記載

 

高 化光ビ コン 最適 設置 置 関 検討結果 い 述 次 新

通信イン 高 化光ビ コン 補完 こ 得 コス 減策 検

討 い 最後 道路形状情報 作成 簡易 入 コス 減効

果 い 記載  

  

」.1 高 化光ビ コン 最適 設置 置検討 

信号情報活用運転支援シス シス 定義書 版 記載さ い 高 化光ビ

コン 設置 置 踏 え 検討 結果 表 」.1 示  

表 」.1 高 化光ビ コン設置 置  

３Ｔ 設置条件 推奨設置 置 

 ＭＩ 併用時 

サ ビス起点 置 重要交差点  

路線信号情報 提供 い場合 

重要交差点 流出部 ｍ  

※  

 

 

 

 

 

 

 

 

 サ ビス起点 置 重要交差点  

路線信号情報 提供 場合 

重要交差点 流入路 ｍ

信号通過支援 赤信号減 支援

考慮 

※  

 

 

 

 

 

 

 

 

高 化光ビ コン 
重要交差点 

」00Ｒ ※1 

高 化光ビ コン 

サ ビス対象交差点 」0Ｒ ※1 重要交差点 
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表 」.1 高 化光ビ コン設置 置  

３Ｔ 設置条件 推奨設置 置 

 情報提供対象路線 距離 式。」.1) 長い場合 

オ セ 更新周期 × 式。」.1) 

式。」.1) 算出さ 境界

置※  

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 規制 基準 交差点 停 等 考慮 設定 こ  

 

 オ セ 更新タイ ン 異 サ エ ア 場

合 中央装置 構成 場合 個別 制御方式

場合等  

サ エ ア間 境界 置 

※ 範 設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

式。」.1) ※1 

サ ビス対象交差点 

高 化光ビ コン 

交差点 1 

停 線 高 化光ビ コン 

交差点 「 交差点 4 交差点 」 交差点 5 

※1 

サ ビス対象交差点 

高 化光ビ コン 

交差点 1 

停 線 高 化光ビ コン 

交差点 「 交差点 」 交差点 4 

サ エ ア  

サ エ ア  



15 

 

信号情報活用運転支援シス 支援 必要 道程距離 参考値 表 」.「 示  

 

表 」.「 支援 必要 道程距離。参考値) 

サ ビス  走行 。０Ｒ/し) 必要 距離。Ｒ) 備考 

信号通過支援 40 10」.88  

50 140.79  

60 18「.07  

赤信号減 支援 40 16」.0「  

50 「70.「1  

60 」4」.50  

発進遅 防 支援 ア

イ ン ス 支

援 

－ 64.00  

 

 

」.「 管制エ ア外 路線信号情報 提供 

現在 い 管制エ ア外 交差点 「.4 ス 述 う

シス 対象外 管制エ ア内 限定 実施 こ 前提 シ

ス 構成等 決 い  

 シス 効果 向 さ 対象 信号機 拡大 必要  

あ こ 管制エ ア外 い 高 化光ビ コン 路線信号情報 配信

提案  

当該 管制エ ア外 あ 系統制御用信号制御機 用い 信号機 あ

路線信号情報 車側 配信  

提案内容及び適用エ ア 実施 課題 表 」.」 示  

構成 」.1 示  
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表 」.」 高 化光ビ コン運用案 

提案内容 適用エ ア 課題 

管制エ ア外 高 化光ビ

コン 新設 固定

タ 路線信号情報 配

信 行う 

管制エ ア外 系統制御

実施 い 交差点 

系統制御実施交差点 単

独動作用時限表 従 路

線信号情報 う 生

成 

。特 追従動作等 扱

い う ) 

系統制御実施交差点 高

化光ビ コン間 時刻

期 う行う  

サ ビス対象交差点 異

常状態 高 化光ビ コン

う 通知  

 

 

管制エ ア外 い 本シス 実現 」.1 示 う 系統信号

制御 行わ い 管制エ ア外 交差点 高 化光ビ コン 設置 固定 タ

イン 配信 評価 行う 信号機 故 時や時刻合わ 問題

課題 抽出 そ 解決方法 検討等 必要 あ  

 

」.1 管制エ ア外 高 化光ビ コン＋系統信号制御機 設置構成  

 

」.」 補完通信イン 設置 コス 削減 関 検討 

 従来 高 化光ビ コン 補完 通信イン い 「.「 記載 課題 解決

運用コス (工事施工費) 許容 通信イン 検討 必要 あ  

 」.「 示 う 高 化光ビ コン Ｍ 制御信号制御機や

感応制御信号機 信号情報 定的 高精 提供 高 化光ビ コン 高密

10Ｒ 間隔程 設置 必要 あ そ 場合 設備 運用費用 膨大  

そ 広域通信 補完用 通信イン 組 合わ 必要 考え  

第 章 記載 そ 候補 700２Hど 帯無線 有力 あ  
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」.「 高 化光ビ コン 実現 例 及び 700２Hど 帯無線 組 合わ

場合 ) 

 

」.4 道路線形情報関連 

道路 経年変化や工事 変更 う 種別 あ 表 」.4 記載  

備考欄 現状 高 化光ビ コン 影響 う 補完 新通信イン 

影響 い 記載  

 

     表 」.4 道路線形情報関連 

情報 種類 目 情報内容 備考 影響  

提供サ ビス関

連 

サ ビス方路 サ ビス 提供さ 方路 新通信イン  

センサI） サ ビス 提供 設

置さ センサ 管理番号 

高 化光ビ コン 

高 化光ビ コン 増設

さ 場合 パ

タ 影響 注意  

シス 種別 サ ビス提供対象道路 シ

ス 種別 

 

 

 

 

 

 

 

方 路 情

報 

交

差

点

方

路 

構造 

 

交差点 接続さ 方路 数 新通信イン  

方  

 

交差点 接続さ 各方路

交差点 接続方  

新通信イン  

分 構造 起点～停 線間 存在 分  

新設光ビ コン 

700２Hど 帯 

無線路側機 

既設光ビ コン 

重要交差点 

一般交差点 
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道路構造

 

岐

方

路 

 岐方路 置 数 

方  

 

分岐ノ 各分岐方路

接続方  

 

ノ

情報 

配置 I） 対象交差点 形状 定義

イン 群 

道程距離 関わ パ

タ  

高 化光ビ コン 

新通信イン  

標 各ノ 置定義 標 

進行方  各ノ 隣接 流ノ

対 方  

車線数 各ノ 車線数 

道程距離 提供さ サ ビス 対  

必要 指定ノ

距離 起点 置 各ノ

直線 経由 合計距離 

高 化光ビ コン 

新通信イン  

 

 

 

 

 

道路管理内容

 

都道府県コ  ／IS 規定さ 都道府県コ

 

 

交差点I） 交差点 管理番号 都道府県

単 ユニ 値 

 

規制  サ ビス 提供さ 方路毎

規制  

高 化光ビ コン 

新通信イン  

方路進行

方向 

。流入 流

出) 

交差点方

路 

交差点 接続さ 各方路

車両通行可能方向 

流入出 流入専用 流出専用  

高 化光ビ コン 

新通信イン  

分岐方路 起点～停 線間 存在 分

岐方路 車両通行可能方向 

流入出 流入専用 流出専用  

 

 

 

 そ 中 い 本報告資料 中 影響 部分 網掛 表示  

表 」.5 道路線形情報関連 変更 必要 事象 列挙  

 

  表 」.5 道路線形関連変更情報 イン 対 影響 

大 目 中 目 目 変更発生代表例 備考 

提供サ ビス

変更時 

サ ビス提供方路

変更 

新 い方路

サ ビス追加 

サ ビス 追加 必要

場合 

新通信イン  
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提供中方路

全サ ビス削

除 

サ ビス提供 必要

場合や道路 変

更 サ ビス提

供 場合 

 

 

 

 

 

道路構造変更

時 

交差点方路 追加 削除 道路工事等 交差点

接続さ 方路 新

追加さ 削除さ

場合 

新通信イン  

推奨 変更  

車両走行車線

変更時 

車線数 変更 道路工事等 交差点

接続さ 方路 車線

数 変更さ 場合。恒久

的 一時的) 

高 化光ビ コン 

新通信イン  

道程距離  

道路幅 変更 中央分離帯 変更 道路

工事や白線見直 等 交

差点 接続 方路 道

路幅 変更  

。恒久的 一時的) 

高 化光ビ コン 

新通信イン  

道程距離  

車線増減 置変更 道路工事等 交差点

接続 方路 車線増

減 置 変更 場合

。恒久的 一時的) 

高 化光ビ コン 

新通信イン  

推奨 変更  

道路構造変更

時 

分岐方路 追加削除 サ ビス提供方路 起点

置 停 線間 分岐

道路 新 追加さ

削除さ 場合 

 

ノ 置変更 停 線 置変更 道路工事や路面 白線見

直 交差点 接続

さ 方路 停 線 置

変更さ 場合 

高 化光ビ コン 

新通信イン  

道程距離 長

分 影響  

 交差点中心 置

変更 

道路工事や路面 白線見

直 交差点中心

置 変更さ 場合 

道路管理内容

変更時 

 

 

規制 変更 サ ビス提供方路 規制

変更さ 場合 

高 化光ビ コン 

新通信イン  

場合 影

響あ  
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。 全サイ 道程

距離 兼合有) 

交差点方路 進行方向変更 道路工事 規制等 変更

交差点 接続さ

方路 進行方向。流出入

流入 流出 ) 変

更さ 場合 

 

分岐方路進行方向 変更 道路工事 規制等 変更

サ ビス提供方路

起点 置 停 線 置

間 分岐方路 進行方向

。流出入 流入 流出

) 変更さ 場合 

 

交差点I） 変更 県警 管理 交差点I）

管理体系 方法等 変更

さ 場合出 ) 変更

さ 場合 

 

 

」.5 道路線形運用 活用 コス 削減 

信号情報提供 全運転支援や自動走行 機能さ 信号情報 併

道路線形情報 提供 必要 あ  

道路線形情報 道路改良等 道路形状変化 伴い更新 必要 あ 当該更新作

業 コス 削減 方法 い 検討  

道路 形状変化 伴う更新作業 道路形状 数値化や符号化 非常 複雑 あ こ

工数 増大 原因 い  

表 」.6 例 示 表 各 目 静的情報 あ 必要 値 設定 場合

入力者 入力工数 短縮 う わ や い入力方法 そ タ

自動生成 組 構築  

構築さ い タ 表 」.6 形式 逆変換 こ 可能 保 関連者

タ 新規入力時や修 時 入力誤 防 タ作成期間 短縮 可能

 

あ 目 値 決定 場合 自動的 算出 目 あ あ ロ

組 こ 表計算シ 提供 こ さ 修 手 や作業時間 短縮

こ 可能  

 

 



「1 

 

 

 

表 」.6 入力簡易  
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各通信インフ 特徴 
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4. 各通信インフ 特徴 

 章 信号情報 活用 運転支援 高度化 向け 高度化光ビ コン 路車間通

信を補完す 通信インフ 検討を行う  

 以 構成を構築す うえ 通信インフ サ ビ 形態 特徴 い 列挙し

最後 比較表 し 記載した  

比較対象 す 通信インフ 近 を 巻く技術動向 次 通信インフ

した  

 700MHど 帯無線 

 多重放送 

 WＮ-位Ｎ 

 Blつe下ＴＴ下Ｍ 

 。5.8低Hど 帯) 

 高度化光ビ コン 路車間通信を補完す 通信インフ 路車間通信 必要 す 範囲

。空間) 高い信頼性を持 こ 要件 一  

 

  実験等 詳細 内容 い 別冊 Ⅱ 記載した 各通信インフ 特徴や実験を行

た 実測 タを記載す 文献 基 く調査を行 比較表を作成した  
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4.1   

表 4.1 今回比較した通信インフ い 比較結果を示す  

 

表 4.1 通信インフ 路車間 特徴比較 

通信インフ  

 

種  別 

 

概  要 

 

特  徴 

 

使用実績 

高度化光ビ コ

ン 

近赤外線通信 双方向通信 

ﾀ ｳ ﾘ ｸ 1,0「4kＧＮ下/上 

 」.1Ｒ×4.7Ｒ。地 高 1.5Ｒ) 

ﾌ ﾘ ｸ 「56kＧＮ下/上 

  」.1Ｒ×「.」Ｒ。地 高 1.5Ｒ) 

電波法 免許不要 

コ ：中 

交通安全施設 情報収集

提供インフ し 整備  

「015 」 現在 約 56,000

基 

700MHど 帯無

線 安全運転支

援 向け

車車間及び路車

間通信帯域  

標 準 規 格 ARIB 

ST）-T109 い  

700 ｚ帯高度道路

交通 標準規格

し 規定  

双方向通信 

利用周波数 700MHど 帯 

電波回折量 多い  

ITS 特化した周波数割当  

通信可能距 「50ｍ 

コ ：中 

安全運転支援

 

位M 多重放送 音声放送 多重化し

情報送信を行う  

単方向通信 

利用周波数 

76.1MHど～89.9MHど 

通信 度 16kＧＮ下/上 

秒ｵ ﾀ 情報更新 困  

コ ：高。初期投資大) 

情報提供

都道府県単 交通情報を

- 放送 多重化

し 提供  

「015 4  

サ ビ 開始  

WＮ-位Ｎ IEEE 80「.11 規格 無

線 LAN 通信 内 WＮ-位Ｎ 

AllＮＦＳＨe 異

カ間 相互接続

確認さ た  

WＮ-位Ｎ ア セ イン

発信す 電波強

度を WＮ-位Ｎ 信機

け 現在 置を測定

す   

ア セ イン

双方向通信 

公称通信 度 

11MＧp上。80「.11Ｇ) 

～6.9低Ｇp上 。80「.11ＦＨ) 

通信距  100Ｒ～「00Ｒ 

利用周波数 

 「.4低Hど 帯/5低Hど 帯 

「.4低Hど 帯 い

Blつe下ＴＴ下Ｍ 同周波数帯  

整備コ ：高。初期投資大) 

維持コ ：  

ッ ッ  

低ＴＴＬle LＴＨＦ下ＮＴＳ SeづeＷ 

５lＦＨe EＳＬＮＳe 
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電測情報を用い

た 屋内や地 街

Ｐ 機能し

い場所 置を求

事 可能  

 

チ ップ必要 

Blつe下ＴＴ下Ｍ Blつe下ＴＴ下Ｍ S低I 様

策定 普及を推進す

タ 機器用近距

無線通信規格  

Blつe下ＴＴ下Ｍ 間 電波強

度を Blつe下ＴＴ下Ｍ 信機

け 現在 置

を測定す  

 

双方向通信 

通信距 最大 100Ｒ。（lＦ上上1) 

通信 度 「4MＧＮ下/上 

IEEE80「.15.1 

利用周波数 「.4低Hど 帯 

WＮ-位Ｎ 同周波数帯  

コ ：  。初期投資大) 

携帯電話 Ｎ５ＭＴＳe 搭載 

ＮBeＦＨＴＳ や TA低（AST  

５（ ウ キ  

Blつe下ＴＴ下Ｍ LＴて 

EＳeＷＬと ：屋内 設置さ た

Blつe下ＴＴ下Ｍ 発信機 BeＦＨＴＳ

情報を基 端

置を測定す  

 

5.8低Hど 帯  

標 準 規 格 ARIB 

ST）-T75 い 狭域

通信 標準規格

し 規定  

双方向通信 

利用周波数 5.8低Hど 帯 

高 道路 運用 

通信距  10～」0Ｒ 

電波回析量 少 い 

通信 回 込 あ  

コ ：  

安全運転支援  

 

 特徴 内 Ｐ 用い 望 しく い を赤字及び 線 表示した  
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表 4.「 信感度 通信距 検知時間 関す 各通信インフ 比較を示す  

 

 表 4.「 新通信インフ 選定 た 比較表 

通信インフ  

 

種  別 

 

信感度 

 

通信距  

 

通信量 

 

形態 

 

検知時間 

 

運用実績 

 

 700MHど 帯無

線 

 

-「0ＩＧＲ 

 

「50ｍ 

」0kＧと下e/上 

 

。1 ロッ ) 

 

ン  

 

1 秒以  

成 「6 実

験 実績あ

 

 

 位M 多重放送 

 

 

 － 

 

10～50kＲ 

 

0.8kＧと下e/上 

 

  － 

 

1 秒以  

 

広域エ ア実施 

 

 WＮ-位Ｎ 

 

-90ＩＧＲ 

 

1「0Ｒ 

 

75kＧと下e/上 

チ 

 

ップ 

 

1.5 秒 

 

交通インフ 無 

 

 

 Blつe下ＴＴ下Ｍ 

 

 － 

 

100Ｒ 

 

1「8KＧと下e/上 

チ 

 

ップ 

 

10 秒 

 

交通インフ 無 

 

 

  

 

 

-40ＩＧＲ 

 

」0Ｒ 以  

 

「17kＧと下e/上 

 

ン  

 

1 秒以  

 

高 道路 活用 

 

表 4.1 及び表 4.「 観点 ITS 特化し 周波数割当 行わ た 700MHど 帯無線

用途 競合す こ く 信頼性 高い路車間通信 実現 期待 信号情報 活用 運

転支援 実用化 い 最 力 候補 考え  

   



 

 

 

 

 

第 章 

成 「8 度以降 実証実験 つい  
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5.  成 「8 度以降 実証実験 つい  

5.1 現状分析 

現在 国道 桁路線。1号 号) 管制エ 内 信号機 約 」,700 基あ 内訳

コー 制御 約 「1% Ｍ Ａ 制御 約 」0% 主従感知器設置 パター

ン選択制御 約 40% ギャップ感応制御 約 」% 割合 あ  

ま 管制エ 外 信号機 約 1,500 基あ 内訳 コー 制御 約 50% 系

統制御 約 「0% 割合 あ  

 

5.「 実証実験 案  

5.「.1 管制エ 内 

管制エ 内 い 図 5.「.1 示 う 重要交差点 前章ま 議論

700２Hど 帯無線を活用 路側機 以 Ｉ 無線路側機 いう を設置 前後

高度化光ビーコンを配置 シス 評価を実施  

ま 交差点 流側 流側 高度化光ビーコンを設置 場合 有効性

つい 検証を行う  

 

 

 

図 5.「.1 管制エ 内 高度化光ビーコン＋Ｉ 無線路側機 設置構成図 

 

  高度化光ビーコン 設置位置及び ITS 無線路側機 設置位置 つい 現場状

況を踏まえ 検討 必要 あ  

 

5.「.「 管制エ 外 

  管制エ 外 い 図 5.「.「 示 う 系統信号制御 行わ い 交差点

高度化光ビーコンを設置 固定 ータを ンフ 配信 シス 評価を行

い 信号機 故障時や時刻合わせ問題 課題を洗い出 を目的 実施  
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図 5.「.「 管制エ 外 高度化光ビーコン＋系統制御用信号制御機 設置構成図 

 

 

 

5.」 今後 課題  

シス 運用 向 課題 つい 次 つ あ  

 

点目 Ｉ 無線路側機 通信距離 問題 赤信号見落 防止

支援 適用可能  

点目 現在 700２Hど 帯無線 帯域 中 を 各種サービス ま

可能 及びＩ 無線路側機 最適配置  

点目 高度化光ビーコン 700２Hど 帯無線 対応 マ チ 対応車載機 開発及

び普及  
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1. 適用範  

 様書 高 ビ コン 700２－z 帯無線通信イン ( 降名称 無線路

側機 ) 活用し 路線信号情報 車載端 配信 路線信号情報活用装置(

装置 いう ) 適用  

装置 高 ビ コン 無線路側機 関係 1.1 示  

 

         

 

 

 

 

 

  

                     装置 

 

      1.1 装置 位置 け 

 

実験 際し 要交差点 無線路側機 基設置し 前 後 高

ビ コン 一基設置 こ 前提  

 

 

 

 

「. 様書名称 

 装置 様書名称  

信号情報活用運転支援  実験 様書  

 

」. 用語 定義 

  様書 用い 主 用語 定義 次  

(1)  高 ビ コン 

路線信号情報 最大 16 交差点 情報配信 装置 

 

(2)  無線路側機 

電波活用 高 ビ コン 補完 用信号機  

  信号情報 車載装置 配信 装置 

無線路側

機通信イン  

高  

ビ コン 
車載装置 

用信号制御機 

中央装置 



「 

 

 

4. 一般事  

  様書 適用さ 様書及び参照 規格等  

高 ビ コン 近赤外線式ＡＭ 用通信 ン規格 版  

高 ビ コン 近赤外線式イン 規格 版  

路車協調型 用交通信号制御機 通信 ン規格 版  

無線路側機通信 ン共通(実験)規格 B4-Z-028-3-0  

路車協調 用路側無線装置 通信 ン( 電波実験)規格 版   

 

 

5. 設置条件 

5.1 一般条件 

5.1.1 設置環境条件 

(1) 高 ビ コンや 無線路側機 設置 場合 太陽 や 木々 葉や大型車

ン 考慮し 設置 こ  

(2) 無線路側機 ＭＯ Ａ Ｏ制御 し い 要交差点 設置 こ  

 

5.1.「 電気的条件 

(1) 装置 中央装置 ビ コン 対し 形イン 規格 接

こ  

(2) 装置 用信号制御機 無線路側機 対し 通信規格 基 い 接

こ  

(3) 装置 車載装置 路線信号情報 信 高 ビ コン対応 ニッ び

700２－z 帯 情報 信 機能 し い こ  

 

6. 構成及び構造 

6.1 構成 

6.1.1 構成品一覧 

   表 6.1 構成品一覧表 

区  品目 数  備考 

 

 

装置 

高 ビ コン 基  

無線路側機 1 基  

車載装置 1 式 高 ビ コン 情報 信

700Ｍ ｚ帯

信 別筐体 可 

 



」 

 

 

6.1.「 指定 目 

  注時 指定 目  

。1) 高 ビ コン 設置位置 

。「) 無線路側機設置位置 

。」) 信号制御機 種類指定 

。4) 高 ビ コン 路線信号情報 信 車載装置 

。5) 700２－z 帯無線 信 車載装置 

 

6.1.」 機能構成 

 装置 機能構成 6.1  

 

中央装置   高 ビ コン 

 

 

 

 

 

 

    6.1 機能構成 

6.「 構造 

6.「.1 構造 

 (1) 車載装置 形状 必検討  

 (2) 車載装置 外形寸法 要検討  

 (3) 車載装置 付形式 要検討  

 (4) 高 ビ コン い 規格 基 い こ  

 

7 イン  

 装置 関連装置 接 規格 適合し 接 可能 あ こ  

(1) 中央装置置 ビ コン 対し 形イン 規格 基 い 路線 

信号情報 配信 こ  

(2) 用信号制御機 無線路側機 対し 路車協調型 用交通信

号制御機 通信 ン規格 版 基 い 接 こ  

(3) 装置 車載装置 路線信号情報 信 高 ビ コン対応 ニッ 装

備し 無線路側機 情報 信 機能 し い こ  

中央装置 高 ビ コン 車載装置 

用 

信号制御機 

無線路側機 
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8 機能 

 (1) 車載装置 1 位 び 100 秒 位 情報 信 こ  

 (2) 高 ビ コン 高 ビ コン 近赤外線式ＡＭ 用通信

ン規格 版 様 基 い 情報配信 こ  

 (3) 無線路側機 び 車載装置 無線路側機 通信 ン

共通(実験)規格案 基 い 様 こ  

 

重 性能 

(1) 無線路側機 車載装置へ 情報配信サイ 秒数 要検討  

(2) 高 ビ コン 配信 路線信号情報 最大交差点数(現状 16 地点)  

  い 要検討  
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10 引用資料 

 様書 引用し い 資料 一覧 表 10.1 示  

 

      表 10.1 引用資料一覧 

区  名称 類番号 適用 

 

 

 

 

 

 

 

 

規格書 

 

 

高 ビ コン 近赤外線式

ＡＭ 用通信

ン規格 版  

B4-：-01重-」-0 ビ コン 高

伴う情報配信

い 共通事 記

載 

形イン 規格 B」-A-08「-*-0 中央装置 高

ビ コン間イン

規定し

 

路車協調型 用交通信号

制御機 通信 ン

規格 版  

B5-：-001-「-0 信号機 路

側間 接 い

記載 

路車協調 用路側無線装

置 通信 ン(

電波実験)規格 版  

B4-：-01「-「-0 路側無線装置

接 装置 接

関 イン

規定し  

路車協調 用路側無線装

置 通信 ン(

電波実験)規格 版  

B4-：-00重-1-0 路線信号等 記載

さ い  

規格(案) 無線路側機 通信

ン共通(実験)規格案 

B4-Z-0「8-」-0 無線路側機

車載装置間 無線通

信 イン

規定し  

ッセ

(案) 

無線路側機 配信さ

路線信号情報 

次章 記載 無線路側機

配信 路線信号

情報 
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11 無線路側機配信路線信号情報 

 

複数 流出路線 対応し 路線信号情報 ッセ 構成 表 6.2.1 示  

共通 ッ 無線路側機 通信 ン共通(実験)規格案 こ  

 

表6.「.1 路線信号情報 構成 

構成  表現形式 コ  備考 

）＋Ｄ提供点管理番号 

 ）分Ｄ都道府県コ  継iＳ。8) ）-1  

）分Ｄ提供点種別コ  継iＳ。1) ）-「  

）分Ｄ交差点．） 路．） 継iＳ。15) B-1  

 ）分Ｄ予備  継iＳ。8) （-8  

）分Ｄ 状態 継iＳ。8) 分-1  

 ）分Ｄ基準点更新 ン  継iＳ。16) 分-「  

 ）分Ｄ基準点 経過時間 継iＳ。16) 分-」  

 ）分Ｄ予備  継iＳ。8) （-8  

）分Ｄ基準点 生成時刻 差 継iＳ。16) 分-4  

）＋Ｄ情報 効時間 

 情報 効時間  継iＳ。16) 分-5  

情報 効時間  継iＳ。16) 分-6  

）＋Ｄ起点参照位置 無線機設置交差点＝ 信号情報提供交差点 中心位置

標  

 ）＋Ｄ緯  

 ）分Ｄ緯  継iＳ。8) A-1  

 ）分Ｄ緯  継iＳ。8) A-「  

 ）分Ｄ緯 1/100秒  継iＳ。16) A-」  

）＋Ｄ経    

 ）分Ｄ経  継iＳ。重) A-4  

 ）分Ｄ経  継iＳ。7) A-5  

 ）分Ｄ経 1/100秒  継iＳ。16) A-6  

）分Ｄ高  継iＳ。16) A-7 ン情報 

  ）分Ｄ接 方路数  継iＳ。8) （-重  

  ）＋Ｄ方路情報  

）分Ｄ方路．） 継iＳ。8) B-「  
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）分Ｄ方路接 方位 継iＳ。8) 分-7  

）分Ｄ流入 流出区 コ  継iＳ。8) ）-」  

）分Ｄ流出路線信号情報提供状態 継iＳ。8) 分-8 常時サ ビ 対象

外方路 

現送信周期 情

報非提供 

現送信周期 情報

提供中 

各送信周期 提

供中 方路

番 替え  

）分Ｄ流出路線信号情報格納 イン

 

継iＳ。16) 分-重 提供状態＝ 場

合 無効値

0で＋＋＋＋ 格納 

   

）＋Ｄ方路情報  

 

 

方路 ）＋Ｄ流出路線信号情報 

）分Ｄ提供交差点数  継iＳ。8) （-10  

）＋Ｄ信号制御予定情報   交差点 信号制御予定情報  

 

 ）＋Ｄ交差点参照位置 

交差点中心相当 絶対 標  

）＋Ｄ緯  

  ）分Ｄ緯  継iＳ。8) A-1  

 ）分Ｄ緯  継iＳ。8) A-「  

 ）分Ｄ緯 1/100秒  継iＳ。16) A-」  

）＋Ｄ経    

  ）分Ｄ経  継iＳ。重) A-4  

 ）分Ｄ経  継iＳ。7) A-5  

 ）分Ｄ経 1/100秒  継iＳ。16) A-6  

）分Ｄ高  継iＳ。16) A-7 ン情報 
 

）分Ｄ起点参照位置 当該交差点 

停 線 道程距離 

継iＳ。16) 分-10  



8 

 

）＋Ｄ推奨 情報 

 規制 変動 無 継iＳ。1) 分-11  

区間 最小規制  継iＳ。7) 分-1「  

）分Ｄ信号制御補足情報 継iＳ。8) 分-1」  

）分Ｄ交差点識別  継iＳ。」) 分-14  

）分Ｄ感応許可状態 継iＳ。1」) 分-15  

）分Ｄサイ 情報 開始

経過時間 

継iＳ。16) 分-16  

）分Ｄサイ 情報数  継iＳ。8) （-11  

）＋Ｄサイ 情報  

  ）＋Ｄサイ 情報 ッ  

 ）分Ｄ最終サイ 情報  

利用区  

継iＳ。「) 分-17  

）分Ｄ適用サイ 数 継iＳ。6) 分-18  

）分Ｄサイ 長 最小  継iＳ。1「) 分-1重  

）分Ｄサイ 長 最大  継iＳ。1「) 分-「0  

）分Ｄ青開始時間 最小  継iＳ。1「) 分-「1  

）分Ｄ青開始時間 最大  継iＳ。1「) 分-「「  

）分Ｄ青終了時間 最小  継iＳ。1「) 分-「」  

）分Ｄ青終了時間 最大  継iＳ。1「) 分-「4  

）分Ｄ指 サイ 長 継iＳ。8) 分-「5  

）分Ｄ黄時間 継iＳ。4) 分-「6  

）分Ｄ赤開始時間 最大  継iＳ。1「) 分-「7  

    

）＋Ｄサイ 情報  

 

）＋Ｄ信号制御予定情報  

  

    

方路 ）＋Ｄ流出路線情報 

 

  



重 

 

11.1 定義  

(1) DF_提供点管理番号 

提供点 種別 提供点 識別 管理番号 格納  

(2) DF_情報 効時間 

路線信号情報 更新さ 時間 し 回 更新時間及び次回 更新時間

時間 格納  

(3) DF_起点参照位置 

無線機 設置さ 交差点 信号情報提供交差点 中心位置相当 標 緯

経 格納  

(4) DF_緯  

世界測地系 絶対 標 緯 格納  

(5) DF_経  

世界測地系 絶対 標 経 格納  

(6) DF_方路情報 

無線機 設置さ 交差点 接 方路 情報 格納  

(7) DF_流出路線信号情報 

各流出方路 け 路線信号情報 格納  

(8) DF_信号制御予定情報 

対象交差点 現サイ 情報 効時間 複数サイ け 信号制御予定

情報 格納  

(9) DF_推奨 情報 

対象交差点 流入路区間 け 推奨 情報 格納  

(10) DF_サイ 情報 

対象交差点 対象サイ け 信号制御予定情報 格納  
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11.「 目 定義  

各 目 定義 表11.1～表11.4 示  

 

表11.1 位置表現用 目 

コ  ）分名称 定義 

A-1 

 

 

）分Ｄ緯  

 

 

緯 重0～重0 表 ～ 重0 緯

負 ～ 重0 緯  

負値 補数 表し 明 無効時 最大

値 格納  

A-「 ）分Ｄ緯  緯 ～5重 表  

明 無効時 ビッ 格納  

A-」 ）分Ｄ緯 1/100秒  緯 1/100秒 ～5重重重 表  

明 無効時 ビッ 格納  

A-4 

 

 

）分Ｄ経  

 

 

経 180～180 表 ～ 180

東経 負 ～ 180 西経  

負値 補数 表し 明 無効時 最大

値 格納  

A-5 ）分Ｄ経  経 ～5重 表  

明 無効時 ビッ 格納  

A-6 ）分Ｄ経 1/100秒  経 1/100秒 ～5重重重 表  

明 無効時 ビッ 格納  

A-7 

 

）分Ｄ高  

 

ｍ 位 距離 」「768～」「766ｍ 表  

負値 補数 表し 明 無効時 最大

値 格納  

備考 緯 経 世界測地系 地域 ッ コ 適用  
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表11.「 管理番号表現用 目 

コ  ）分名称 定義 

B-1 

 

 

 

）分Ｄ交差点．） 路．） 

 

 

 

提供点 管理番号 ～」「767 表  

交差点．） 表 場合 都道府県 位 ニ 番号

し 道路線形情報 格納さ 各 流路線

情報 け 終端 流交差点 い 交差点．）＝

し 流入方路情報 終点ノ 格納

さ  

路．） 表 場合 無線機 位 ニ 番号

 

B-「 

 

 

 

 

）分Ｄ方路．） 

 

 

 

 

提供点 接 方路 管理番号 ～ 表  

道路線形情報 け 方路接 方位 値 最 小

さい方路 方向 方路．）＝ し 時計回

番 番号 付  

 



1「 

 

表11.」 数値表現用 目 

コ   ）分名称 定義 

（-1 ）分Ｄ予備  ビッ 予備領域 

（-「 ）分Ｄ予備  ビッ 予備領域 

（-」 ）分Ｄ予備  ビッ 予備領域 

（-4 ）分Ｄ予備  ビッ 予備領域 

（-5 ）分Ｄ予備  ビッ 予備領域 

（-6 ）分Ｄ予備  ビッ 予備領域 

（-7 ）分Ｄ予備  ビッ 予備領域 

（-8 ）分Ｄ予備  ビッ 予備領域 

（-重 

 

）分Ｄ接 方路数 

 

提供点 け 物理的 接 方路数 ～ 表  

路 方路扱い  

（-10 

 

）分Ｄ提供交差点数 

 

対象 流出路線 い 信号情報 提供対象 交

差点数 ～16 表  

（-11 ）分Ｄサイ 情報数 対象 交差点 い 提供 サイ 情報数 

～ 表  
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表11.4 コ 表現用 目 

コ   ）分名称 定義 

）-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

）分Ｄ都道府県コ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都道府県コ 表  

01野 海道 0「野青森県 0」野岩手県 04野宮城県 

05野秋田県 06野山形県 07野福島県 08野茨城県 

0重野栃木県 10野群馬県 11野埼玉県 1「野千葉県 

1」野東京都 14野神奈川県 15野新潟県 16野富山県 

17野石川県 18野福井県 1重野山梨県 「0野長 県 

「1野岐阜県 「「野静岡県 「」野愛知県 「4野 県 

「5野滋賀県 「6野京都府 「7野大阪府 「8野兵庫県 

「重野奈良県 」0野和歌山県 」1野鳥 県 」「野島根県 

」」野岡山県 」4野広島県 」5野山口県 」6野徳島県 

」7野香川県 」8野愛媛県 」重野高知県 40野福岡県 

41野佐賀県 4「野長崎県 4」野熊 県 44野大 県 

45野宮崎県 46野鹿児島県 47野沖縄県 

）-「 ）分Ｄ提供点種別コ  提供点 種別 表  

交差点 路  

）-」 

 

）分Ｄ流入 流出区 コ  

 

対象方路 種別 し 一方通行 対面通行 区 表

 

流出専用 流入専用 流出入  
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表11.5   路線信号情報用 目 

コ  ）分名称 定義 

分-1 ）分Ｄ 状態 路線信号情報 状態 表  

無効 効  

無効 設定さ 場合 ッセ

イ 替え 目 降 全

目 格納さ い  

分-「 ）分Ｄ基準点更新 ン  ン 値 ～655」5 表  

路線信号情報 基準点 更新さ 場合 中央 録

情報 更新さ 場合 相当 ン ッ  

分-」 

 

 

）分Ｄ基準点 経過時間 現在時刻 基準点 時刻 幅 -」「768～」「766

表し 100Ｒ秒毎 ン ッ さ  

現在時刻 基準点 時刻  

負値 補数 表  

分-4 

 

 

 

）分Ｄ基準点 生成時

刻 差 

路線信号情報生成時刻 基準点 時刻 幅 100Ｒ囲

位 -」「768～」「767 表 路線信号情報生成時刻

基準点 時刻  

負値 補数 表  

分-5 

 

）分Ｄ情報 効時間  現在時刻 路線信号情報生成時点 け 前回

セッ 更新予定時刻 幅 -」「768～」「767 表

し 100Ｒ秒毎 ン ンさ 負値

補数 表  

セッ 更新予定時刻 現在 時刻  

※ セッ 乗 換え イ ン サイ 開始時点

場合 セッ 更新時点 実行中 サイ 前回

セッ 制御さ  

分-6 

 

）分Ｄ情報 効時間  現在時刻 路線信号情報生成時点 け 次回

セッ 更新予定時刻 幅 -」「768～」「767 表

し 100Ｒ秒毎 ン ンさ 負値

補数 表  

セッ 更新予定時刻 現在 時刻  

※ セッ 乗 換え イ ン サイ 開始時点

場合 セッ 更新時点 実行中 サイ 現在

セッ 制御さ  
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分-7 ）分Ｄ方路接 方位 提供点 交差点 へ接 方路 接 角 し 真

し 絶対方位 1.5 位 ～「40 表  

方路接 部 流入路停 線位置相当 10Ｒ 流

遡 任意 点 結 直線 角  

   

 

 

 

 

 

 

 

分-8 ）分Ｄ流出路線情報提供状態 当該送信周期 い ッセ 提供さ

対象 流出方路 示  

常時サ ビ 対象外方路 

現送信周期 情報非提供 

現送信周期 情報提供中 

各送信周期 提供中 方路 番

替え  

分-重 ）分Ｄ流出路線情報格納 イ

ン  

対象流出方路 路線信号情報 格納 位置 し 配

信制御情報及び共通 ッ 部 除い ッセ

頭位置 指定 バイ 数 ～4000

表  

）分Ｄ流出路線情報提供状態 け 提供状態＝

場合 無効値 0で＋＋＋＋ 格納  

分-10 ）分Ｄ起点参照位置 当該

交差点停 線 道程距

離 

）分Ｄ起点参照位置 当該交差点停 線 道程 沿

距離 ｍ  

縮尺1/「500 高い 解能 地 情報等 用い

等 線 50ｍ 内 折 線 近似し 道程距

離 計測 こ  

分-11 ）分Ｄ規制 変動 無 

  

流信号交差点 当該信号交差点区間内 け 規

制 変動 無 表  

変動無し  区間途中 変動  

分-1「 ）分Ｄ区間 最小規制  流信号交差点 当該信号交差点区間内 け  

最小 規制 相当 。ずＲ/h) 

真  

交差点 

方路接 方位 

10m 流点

流入路停 線位置相当 
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分-1」 

 

）分Ｄ信号制御補足情報 Bi図0 セッ 乗 換え イ ン  

 サイ 開始時点 時  

Bi図1 ッ 制御実施状況 

 非実施交差点  実施交差点  

Bi図「～Bi図7 予備 

セッ 乗換 イ ン 中央装置 生成さ 新

しい セッ 値 実際 信号制御 反映さ

イ ン 示 サイ 開始時 新しい セッ

値 反映さ 標準的 場合 サ

イ 開始時点 サイ 途中 あ 新

しい セッ 値 時 反映さ 標準 様外

運用 行 い 場合 時

 

要交差点等 情報 効時間 至 基準

ッ 更新 予定さ 交差点 ッ 制御

実施交差点 一般交差点等 情報 効時間

基準 ッ 固定 場合 ッ 制

御非実施交差点 し ッ 制御非実

施交差点 あ 予定さ い い 入制御等 実

行 ッ 更新さ 場合 あ  

分-14 ）分Ｄ交差点識別  交差点 識別 表  

Bi図15 路線信号情報提供対象 

  非対象交差点 対象交差点  

Bi図14 提供状態 

  停 中 提供中  

Bi図1」野 予備 

サイ 跨 青時間 非連 断さ い

場合 周期制御交差点 独制御交差点 コ

制御終日実施等 路線信号情報 常時 生成 い信

号交差点 場合 非対象 こ  

非対象交差点 異常 生時 閃 動作時 コ

制御中等 提供状態 停 中 場合 サイ 情

報数 こ  

分-15 

 

 

）分Ｄ感応許可状態 中央装置 管理し い 感応許可 状態 表

制御方式 場合 信号制御指 け 感応許可状

態 格納  
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端 装置 独実施等 実行対象交差点 あ

実行状態や実行時間帯 中央装置 管理し

い い感応種別 い 常時 許可 格

納  

Bi図1「  Ａ 感応 許可 許可  

Bi図11  歩行者感応 許可 許可  

Bi図10  コ 制御 許可 許可  

Bi図重   ン 感応 許可 許可  

Bi図8  高 感応 許可 許可  

Bi図7  バ 感応 許可 許可  

Bi図6  高齢者等感応 許可 許可  

Bi図5  ャッ 感応 許可 許可  

Bi図4  標準 様外 感応制御 

    許可 許可  

Bi図」-0  予備 

Ａ 感応 感応短縮幅 感応延長幅 サ

イ 情報 反映し いこ  

分-16 ）分Ｄサイ 情報 開

始 経過時間 

路線信号情報生成時刻 サイ 情報 開始

経過時間 100Ｒ囲 位 -」「768～」「766 表  

負値 補数 し 表  

」「767 無効 表      

サイ 情報 開始時刻 路線信号情報生成時刻  

分-17 ）分Ｄ最終サイ 情報  

利用区  

当該サイ 情報 提供 最終 サイ 否

示 最終サイ 降 扱い 示  

最終サイ 情報 外 

最終サイ 情報 

  サイ 降 サイ 情報 当該情報 利用 

最終サイ 情報 

  サイ 降 サイ 情報 定 

分-18 ）分Ｄ適用サイ 数 当該サイ 情報 し 適用さ サイ 数 

～6」  

最終サイ 情報 場合 格納  

分-1重 ）分Ｄサイ 長 最小  当該サイ け サイ 長 最小値 秒 表

40重5 無効 表  

中央指 指 サイ 長 方向追従

全 ッ 感応短縮幅 合計値及び 前



18 

 

回サイ 感応補 短縮秒数 減算し 値  

分-「0 

 

）分Ｄサイ 長 最大  当該サイ け サイ 長 最大値 秒 表

40重5 無効 表  

中央指 指 サイ 長 方向追従

全 ッ 感応延長幅 合計値及び 前回サイ

感応補 延長秒数 合算し 値  

分-「1 ）分Ｄ青開始時間 最小  当該サイ け サイ 開始 サ ビ 対象

流出方向 青開始 最小値 秒 表  

無効時 40重5  

中央指 サイ 開始 青開始手前 梯

基準秒数 合計値 当該 梯 感応短

縮幅 合計値 方向追従 及び 前回サイ

感応補 短縮秒数 減算し 値  

算出結果 中央装置 保持 限設定値 割

込 場合 限設定値  

分-「「 

 

 

）分Ｄ青開始時間 最大  当該サイ け サイ 開始 サ ビ 対象

流出方向 青開始 最大値 秒 表  

無効時 40重5  

中央指 サイ 開始 青開始手前 梯

基準秒数 合計値 当該 梯 感応延長

幅 合計値 方向追従 及び 前回サイ 感

応補 延長秒数 合算し 値  

算出結果 中央装置 保持 限設定値 越

え 場合 限設定値  

分-「」 

 

）分Ｄ青終了時間 最小  該サイ け サイ 開始 青終了 最

小値 秒 表 無効時 40重5  

対象 梯 サ ビ 対象流出方向 青玉時間 青矢時

間及び両者 挟 表示さ 黄時間 梯  

中央指 サイ 開始 青開始手前 梯

基準秒数 合計値 当該 梯 感応短

縮幅 合計値 減算し 値 中央指 対象

梯 基準秒数 合計値 対象 梯 感応短縮

幅 合計値 方向追従 及び 前回サイ 感

応補 短縮秒数 減算し 値 合計値  



1重 

 

算出結果 中央装置 保持 限設定値 割

込 場合 限設定値  

分-「4 ）分Ｄ青終了時間 最大  当該サイ け サイ 開始 青終了

最大値 秒 表 無効時 40重5  

対象 梯 サ ビ 対象流出方向 青玉時間 青矢時

間及び両者 挟 表示さ 黄時間 梯  

中央指 サイ 開始 青開始手前 梯

基準秒数 合計値 当該 梯 感応延長

幅 合計値 合算し 値 中央指 対象 梯

基準秒数 合計値 対象 梯 感応延長幅

合計値 方向追従 及び 前回サイ 感応補

延長秒数 合算し 値  

算出結果 中央装置 保持 限設定値 越

え 場合 限設定値  

分-「5 

 

 

）分Ｄ指 サイ 長 実行中サイ 適用さ い 信号制御指 け

サイ 長 秒 表 40～「40秒  

明時 ビッ 格納  

分-「6 ）分Ｄ黄時間 サ ビ 対象流出方向 け 黄時間 秒 表  

～10秒  

青玉 青矢 挟 黄時間 青時間 含 青

赤 挟 黄時間 対象 明時 ビッ

格納  

分-「7 ）分Ｄ赤開始時間 最大  当該サイ け サイ 開始 青時間終了後

全流出方向 赤 時間 最大値 秒 表  

無効時 40重5  

中央指 サイ 開始 赤開始手前 梯

基準秒数 合計値 当該 梯 感応延長

幅秒数 11 合計値 方向追従 10 及び 前

回サイ 感応補 延長秒数 1「 合算し 値

 

算出結果 中央装置 保持 限設定値 越

え 場合 限設定値  

 

 

>  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

冊 Ⅱ  

 各通信 ン 比較 

実験 含  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    成 「8 」  

一般社団法人 判T２S 協会 
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1. WＮ-達Ｎ 関連 

市場 普及 い WＮ-達Ｎ 通信 ン 形態を 1.1 示  

WＮ-達Ｎ 「.4GHｚ 5GHｚ た 形式 あ  

型 型そ 各単体 構成 い こ 多い  

 

      1.1  WＮ-達Ｎ 関連通信 ン  

 

た 1.「 一般的 記通信 ン を実現 寸法 を示  

        

        

      1.「 通信実寸 」40ＲＲェ「5【ＲＲェ】【0ＲＲ  

 

た 表 1.1 WＮ-達Ｎ け 各規格 い 記載  

表 1.1 各規格 紹  

 

1.」 80「.11Ｓ 80「.11ＦＨ。てＦづe「) 比較を示  



「 

 

   

   1.」 表 1.1 補足事  

 

1.1  WＮ-達Ｎ 関連サ  

現在 市場 展開さ い WＮ-達Ｎ を用いたサ 例を以 示  

  屋外 サ 観点 駅前広場 ョ ン 面展開や商店街

使用 あ  

  以 1.4 例を示  

 

             

1.4  WＮ-達Ｎ サ 。駅前広場) 

 

  1.「 記載 WＮ-達Ｎ 通信距離 1「0Ｒ 程度 あ 無線局

式 を中 マ ホ 機能 線回線 整備 運用コ を増大さ

こ く 通信 を 大 こ    

 

 

 

 

 



」 

 

1.「  WＮ-達Ｎ 通信品質 

WＮ-達Ｎ 通信品質 い 以 示  

  本通信品質 い 土手沿い 試験を実施 た  

 内容 い 1.【 示 高さ Ｒ Ｒ 位置 WＮ-達Ｎ ン を設置 た 

場合 通信限界 「00Ｒ あ こ わ  

  た 水 面 角度 110 度 1」0 度 垂直面 角度 40度 【0 度 あ  

   

      

1.【 通信品質 解能 

 

   た 1.】 WＮ-達Ｎ 9「0２Hど通信 ン 組 合わ 例 い 記載  

  

    

 

1.】 WＮ-達Ｎ 通信 ン 含 たマ ホ 例 

センサ 面展開 例 

親局 対 Ethernet 接 そ を

中 局 通信を実現 最大 100

マ ホ 能 
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1.8 WＮ-達Ｎ 通信 を用いた場合 路 設置状況 び 課題を記  

  

   

1.8 路 構成 WＮ-達Ｎ  
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「. 関連 

を通信 ン た場合 特徴 い 以 記載  

路車間通信 い 長さ 長い場合 例え 100Ｒ 場合 

直接波 確保さ 路面 射波 建造物等 射波 存在 場合 路面 射

波 減衰性 ン 建造物等 周波数選択性 ン 発生  

そ た 本通信 ン 通信 」0Ｒ 以内 限定さ 当該 内 い

安定 た伝送路を確保 あ  

 

「.1 路側 ン 距離 信電界 関係を示  

    

- 1 1 0

- 1 0 0

- 9 0

- 8 0

- 7 0

- 6 0

- 5 0

- 4 0

- 3 0

- 2 0

- 1 0

2 0 0 1 8 5 1 7 0 1 5 4 1 3 9 1 2 4 1 0 8 9 3 7 8 6 2 4 7 3 2 1 7 1 - 1 4 - 2 9 - 4 5

路 側 ア ン テ 距 離  ( m )

受
信
電
界
 (
dB
m)

直 接 波 及 び 路 面 反 射 波
干 渉 領 域

路 面 反 射 波 干 渉
部 分 的 存 在 す る 領 域

ア ン テ 位 置

サ イ ロ ー ブ
影 響

ノ ッ チ 深 さ 路 面 反 射 率 る

直 接 波 支 配
的 領 域

 

「.1 路側 ン 距離 通信品質比較表 

 

 

 

通信 各指標 基 いた特徴を以 記載  

 

「.1 コ を用いた場合 各指標  

通信 コ 同報情報通信量 伝送 約 1.【5２継p囲

（ け 同報通信想定 い  

た 情報通信量 同報 「 連送 度 【0ＰＲ/Ｍ 通信 「0Ｒ を想定 た場

合 通信 内 通信車両 数 約 1「」.8ＰB  

個 情報通信量 伝送 約 1.45２継p囲 （ け 個 通信想

定 た 情報通信量 度 【0ＰＲ/Ｍ 通信 「0Ｒ 想定時 約 「1】.0 ＰB/

 

 」.「 そ 根 基本 構造 い 示 」.」 補足  

 後狭域通信 コ を検討 うえ 参考値  

 



【 

 

 

」.「 伝送 基本  

 

伝送 前提条件  

  度想定 ： 【0 ＰＲ/Ｍ  ≒ 1【.】 Ｒ/囲   

  通信 想定 ： 「0。Ｒ) 

  そ  ： 車載器 周波数選定時間 周波数 ン時間 考慮 最大   

「10Ｒ囲  

 

  算出式  

  情報通信容量 ： 「0。Ｒ)／1【.】。Ｒ/囲 ェ1.45 ２継p囲 ≒ 1.】」 ２継Ｎ図  ＝  

「1】.0 。 ＰB／   

   → 最大周波数選定時間 「10Ｒ囲 を考慮 た場合：約 1】9ＰB  

 

通信容量 前提条件  

  度想定 ： 【0 ＰＲ/Ｍ  ≒ 1【.】 Ｒ/囲   

  通信 想定 ： 「0。Ｒ) 

  連送回数 ： 通信信頼性を考慮 同報通信 「 連送を前提  

  そ  ： 車載器 周波数選定時間 周波数 ン時間 考慮 最大   

「10Ｒ囲  

  算出式  

同報 ２）S 通信容量 ： 「0。Ｒ)／1【.】。Ｒ/囲 ェ1.【5 ２継p囲  

 ≒ 1.98 ２継Ｎ図  ＝ 「4】.5。ＰB  

  情報通信量 ： 「4】.5。ＰB  ／ 「 連送  ≒ 1「」.8。ＰB  → 最大周波

数選定時間 「10Ｒ囲 を考慮 た場合：約 10「ＰB 

 

」.」 ）SR（ を用いた場合 路 構成 課題 い 示  

 



】 

 

    

    」.」 ）SR（ を用いた場合 路 構成  

 

 

た 」.4 通信 ン を用いた場合 交差点内 検知 を

示  

狭域通信 た 高度化光 コン 同様 Ａ 制御信号機や感応

式信号制御機 信号情報を安定的 高精度 提供 高密度 路側

整備 必要  

            

「.「 実証実験  

通信 ン を用いた公 実験を行 た そ 資料を以 記載  

」.5 公 設置 た ）SR（ 通信 ン 外観 を示  
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使用 ン  高さ 【.0Ｒ 

    」.5 ）SR（ 通信 ン  実験    

   

」.【 公 走行中 写真を示  

 

            

」.【 走行実験 
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  」.】 通信 確認 を示  

 

      

 

 

 

 

 

 

   」.】 通信 確認試験 

 

」.8 電波伝搬計測状態を示 最大 」0Ｒ～40Ｒ 通信 いこ 確

認  

i a [ ]

x
v

[
B

]

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E +

B
i
 E

 
a

I
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
台 車
B E

 

   」.8 電波伝搬計測状態 

 

 た 同報 Ａ Ｋ無 抜け 生 た 位

抜け 対応 必要不 。 」.9 参照) 

 

第 車線  

第 車線  

第 車線  

を確保 
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通信 入 た状態 個 通信 A（TS 割付 あ 信 一定値

以 且 達（２（ 信 た場合 A（T（ を送信 こ た 同報通信 A（TS

割付無 場合 信 一定値以 且 達（２（ 信 た場合 同報 ２）S 信開始

を行う  

た 通信 外 た 定処理 路側装置 ２）（ 途

一定期間 （T４ マ期間 信 無い場合を通信 離脱 （T４ マ

路側装置 車載器 通知 設定 設定 能時間範 0Ｒ囲～4095Ｒ囲 あ  

 参考 」.10 接 管理手 を示  

」.9 抜け現象 
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」.10 ）SR（ 通信接 管理手  



1「 

 

 

」. 多重関連 

多重放送 都 府県単位 広域 わた 情報提供 能 あ Ｖ セン

い 広域 路交通情報 渋滞情報 区間旅行時間情報 事象規制情報 駐車場情

報等 等 利用さ い  

Ｖ 多重放送 Ｋ 放送 音声放送 重畳 多重化

放送さ そ 多重放送 周波数配置 び伝送 様 4.1 示 う

い  

多重放送 ）AR（*方式 採用さ 伝送媒体 伝送 度

1【K継p囲 あ 誤 訂正符号等 付加 実質的 情報部 伝送 度 約

【.8K継p囲 い  

こ を 5 間 Ｖ 情報 更新 毎 考え 1【K継p囲 【00KB 【.8K継p囲

「5【KB 量 伝送 能 あ こ わ  

さ 多重放送 伝送 い 相当 部

あ 実質的 情報 伝送 約 「00KB  

  

  

 

       4.1 多重放送 周波数配置 び伝送 様 

 

た 表 4.1 多重 階層構造を示  

 

 

 

 

 

 

 



1」 

 

     表 4.1 多重 階層構造 

 

た 4.「 全体を た を記載  

 

    4.「 多重全体構成  

多重放送 間隔 提供を行うＶ 情報配信 い 通信要件

を満た い う 数秒以内 通信を行う

向い い い 考え  
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4. 】00２Hど帯無線 

】00２Hど 帯無線 】55.5～】【4.5２Hど い 成 「」 度 制度化さ 成 「5

度 車載機 利用 能 た  

5.1 周波数帯域を 5.「 路車間通信 例を示  

た 表 5.1 車車間通信 路車間通信 い 通信 ン 特徴を示  

 

    5.1 】00２Hど 周波数帯域 

 

 

    5.「 路車間通信例 
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表 5.1 】00２Hど 帯無線通信 ン 特徴。車車間通信 路車間通信) 

 

 

た 表 5.「 表 5.4 】00２Hど 帯無線 求 通信条件 を記載  

 

   表 5.「 ン 技術的条件そ  

 



1【 

 

    表 5.」 技術的条件そ  

 

 

    表 5.4 技術的条件そ  

 

 



1】 

 

5. Bせつe図ＴＴ図Ｍ 

 

Bせつe図ＴＴ図Ｍ い ５rＴf. 道ＩてＦrＩ （ＭつＳg 識者 ン 及び論文 調査を

行 た  

近 自動車 輸送研究 い Bせつe図ＴＴ図Ｍ 配信 集方法 い

議論 活発 行わ を効率的 集 作成 た

効率的 方法 2010 研究 進 い  

Bluetooth 技術 集 各自動車 固 Ａ

セ 制御 を路側 整備さ た 読 こ 実現

集 た情報 旅行時間を算出 こ 能  

5.1 Bluetooth 通信を用い 走行軌跡 例を示  

    

 5.1 青● BT 走行軌跡 を た   

 

 Bせつe図ＴＴ図Ｍ を含 車両を検出 通信距離 い Bせつe図ＴＴ図Ｍ

特性 定義さ た （せＦ囲囲 あ （せＦ囲囲」 通信距離 短い 割愛  

（せＦ囲囲1 通信距離 約 100Ｒ （せＦ囲囲「 通信距離 約 10Ｒ あ  
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こ た 通信 5.「 記載 う 約 100〜150 半

径  

 

           

           5.「 Bせつe図ＴＴ図Ｍ 通信  

   

 表 5.1 通信 様を記載  

 

 

 

 

   表 5.1 Bせつe図ＴＴ図Ｍ 通信 様 

目  内容 備考 

規格 I道道道80「.15.1 IS４ 標準規格 

周波数 「.4GHど WＮ-達Ｎ 渉問題あ  

到 距離 10Ｒ～100Ｒ 程度 （せＦ囲囲1,（せＦ囲囲「) （せＦ囲囲1=100Ｒ,（せＦ囲囲「=10ｍ 

伝送 度 1２継p囲  

消費電力 1「0Ｒて 以  WＮ-達Ｎ 比 小さい 

大 さ 小さい  

価格 安価  

接 数 ７ ２A（ 数。管理) 課題 
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5.1  Bせつe図ＴＴ図Ｍ WＮ-達Ｎ 及び 】00２HZ 帯無線 通信性能比較 

高度化光 コン 信号情報提供を補完 通信 ン Bせつe図ＴＴ図Ｍ

WＮ-達Ｎ 及び 】00２HZ 帯無線 比較的 効 考え こ こ 通信 ン

さ 調査を行 た  

Bせつe図ＴＴ図Ｍ WＮ-達Ｎ 及び 】00２HZ 帯無線 起動 検知 時間を示 た

5.」 あ  

Bせつe図ＴＴ図Ｍ い 再起動 発生 た場合 検知 能 間 約 10 秒

WＮ-達Ｎ 比 Bせつe図ＴＴ図Ｍ 起動時間 長い 10秒程度 あ 問題 い 考

え 要求条件  

 

   

 5.」 WＮ達Ｎ Bせつe図ＴＴ図Ｍ 及び 】00２Hど 帯無線 起動 検知 時間 

 

700MHz 無線帯 



「0 

 

付録。Ⅱ) 記載内容 参考文献を以 記載  

お参考文献が 

第 11 回 ）SSS 高度化検討 SWG 資料  

】00２Hど帯安全運転支援 い  - 総務省  

一般社団法人電波産業会 】00２Hど帯高度 路交通 標準規格 

ARIB ST）-T109 1.「版｣ 

Aつ囲図rＦせＦ囲ＮＦＳ TrＦＳ囲pＴr図 Re囲eＦrＨＭ 達ＴrつＲ 。ATR達) 「01」 

「-4 ４Ｈ図Ｔ継er 「01」, BrＮ囲継ＦＳe, Aつ囲図rＦせＮＦ  

TrＦづeせ 図ＮＲe preＩＮＨ図ＮＴＳ ＴＳ 囲ＮgＳＦせＮどeＩ つr継ＦＳ Ｆr図erＮＦせ囲 継と 

AppせとＮＳg SARI２A ＲＴＩeせせＮＳg ＴＳ Bせつe図ＴＴ図Ｍ ＩＦ図Ｆ 

AＲＮr ２ＴＭＦＲＲＦＩ KＭＴeＮ1, ）r.A囲ＭＮ囲Ｍ BＭＦ囲ＰＦr, ５rＴf.道ＩてＦrＩ （ＭつＳg 

 ）SR（ コ ARIB ST）-T】5 ST）-T88  

ST）-T55： 料 路自動料金 標準規格  

ST）-T】5：狭域通信 ）SR（ 標準規格 

ST）-T88：狭域通信 ）SR（ ョンサ  

 ARIB 自動車通信 け 周波数 効利用技術 調査検討  

 基地局設置 ン ITS 達４R判２ R（-00」 雑音 配  

別I（S 報告 組 編  通信 関 抜粋 

  Bせつe図ＴＴ図Ｍ ＦＳＩ WＮ-達Ｎ ２A（ AＩＩre囲囲 BＦ囲eＩ （rＴてＩ ）Ｆ図Ｆ 

（ＴせせeＨ図ＮＴＳ ＦＳＩ ２ＴＳＮ図ＴrＮＳg: BeＳefＮ図囲, （ＭＦせせeＳge囲 ＦＳＩ 

道ＳＭＦＳＨeＲeＳ図 ３ＦeＮＲ A継eＩＮ, ）r.A囲ＭＮ囲Ｍ BＭＦ囲ＰＦr, ５rＴf.道ＩてＦrＩ （ＭつＳg 

 


